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                 父 母 と 先 生 の 会 

                    会 長  村 井  紀 之 

                             家庭教育学級  あじさい 

                          担 当  増 田 ・ 林 

 

 

和 紙 講 座 を 終 え て 
 

１０月２１日(月)、折りとデザインの教室 ＯＲＩTO 品田美里先生をお迎えして、和紙で折

って作る小さな灯り講座を開催しました。７名の保護者（うち学級生 6 名）が参加し、和紙でラ

イトを作りました。 

その後、和紙の歴史、作り方や、現在の和紙をめぐる環境などについてお話を聞きました。 

お店で買える和紙は、ほとんど現代の材料・工法で造られた物ばかりですが、昔ながらの材料

と工法で造られた本物の和紙（抄紙）は変色せず、劣化せず、1000 年も使えるそうです。とても

丈夫でしわになっても木の戻る力が作用して元に戻ります。紙漉き職人さんや材料農家さんも減

り、なかなか手に入れることが難しい昔ながらの和紙ですが、みなさんも手に取る機会があれば

他の紙と手触りなど比べてみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【あじさいでは、参加していただける方（学級生）を随時募集しています。】 

  次回は１１月２５日（月）ながらトレーニング講座を予定しています。 

  気軽にお問合せください。 

 担当 日下（６－１、４－１、１－１）、中村（４－１、１－２） 

家庭教育学級 

あじさい 

～ 参加された方の感想を一部抜粋して紹介いたします ～ 

・和紙の世界を知ることができました。本物の和紙は丈夫で、木の種類によって、手触り

も違って楽しくて、子どもたちにも本物に触れてほしいなと思いました。和紙好きの先

生のお話が面白くて知らなかったことをたくさん知ることができました。 

 

・和紙の美しさや強度を学べた時間でした。和紙にふれて手触りがやわらかくあたたかい

のを感じました。楽しい時間をありがとうございました。 

 


